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＜連絡事項＞

・延期となっていた職員対象のインフルエンザ予防接種の日程が決定している。
＜日時＞　12/11（月）・19（火）15：00～16：00

＜場所＞　4階ユーティリティホール

＜料金＞　無料（予約制）

※接種予約が必要。（12/6（水）まで）

　　予約方法：WIZ感染委員会→インフルエンザ予防接種→名簿→★病院職員★
・電子カルテに緊急時の対応を付箋で貼る作業については、各受け持ちで11/24までに行い、緊急時の連絡先も入れるようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・大光　雄人様～臨時薬ナウゼリン(5)3Tから2T、ドグマチール(25)2Tから1T、アナフラニール(50)2Tから1Tとなり、11/18から4日分処方となっている。
・下川戸　長司様～昨日より胃痛があり、食事も1/2摂取しています。担当医不在のため、田名部Ｄｒへ報告、本日就床前薬よりファモチジン(20)1Ｔ　７日分処方となっている。
・阿部　文香様～感冒症状があるためＰＬ　3×3日分処方となる。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～活動に参加しており、不調の訴えはないが、「昭和じゃなく平成生まれだ」などの妄想に左右された発言聞かれている。余暇時もホールで過ごしています。
・松永　勘五郎様～活動に参加後は、Bホールでテレビを観ている。不調の訴えはなく、疎通性も良好。来週Bユニットへ移動予定。
・松川　順子様～スタッフの声かけで洗濯物をたたんでいる。介助要求はないが、体調については、「どこも良くないです」「なにもできない」と訴えあり、不安時継続指示ロラゼパム(0.5)1T服用している。
・向平　希様～午前中母の面会あり。特に口論となることはなく終了している。今週末は

北海道へ行くため来週月曜日面会にくるとの事。面会後は同ユニット患者

様と交流みられている。
・夏坂　浩美様～活動へ参加するも、移動に時間を要している。幻聴についても「ないです」と言い、最後まで参加する事ができている。
・佐々木　康子様～昨日夜間、コップを投げたり放歌したりするなどの行動があるが、日中夜間の事を確認するも、「歌は歌いました。コップは投げていません。」と話している。
・成田　賀枝様～午前中より「先生が帰ってもいいと言っていた」と頻回に訴えていることがあり、食事も1/2から2/3摂取している。また日中臥床していることも多い。
・阿部　文香様～日中は体温36.1℃で経過、鼻汁と鼻閉訴えている。やや不機嫌さはあるが、粗暴行為はない。
＜伊藤Ｄｒ診察情報＞

・鳴瀬　裕之様～テレパシーでストレスがたまると叫びたくなると話している。薬が増えたことについて脱毛がないか確認あり。ない事伝えると了承している。
・小笠原　文人様～他者とトラブルにならない様注意受け、対処方法について主治医と確認している。「1月に北病棟か施設に行くのが目標」と話すことあり、西病棟への入院が継続できることが今の目標であること伝えられている。
・大上　なみ様～咳嗽はまだ続いており、白色痰が時折出るとの事。相撲を見ていると話しているが力士については「貴乃花」と答えることあり。臨時薬は同内容で7日分処方となっている。調子については「何とも言えない」と話しやや多弁ぎみに受け答えしている。
・田端　希依子様～頭痛、鼻汁の訴えあり。頭痛については頓服薬で対応するよう説明あり、鼻汁についてはアレルギーの薬を飲んでいる為様子観察となっている。幻聴については入院前よりは軽減しているとの事。日中の眠気の強さ気にしている為、他科薬のタリオンを就床前に飲むよう指示あり。尿検査の結果については経過観察とし、データの悪化が続くようであれば退院後にでもいいので泌尿器科受診するよう説明受けている。レボフロキサシンは飲みきり止め、臨時薬は同内容で7日分処方、継続指示のロキソプロフェンNaが10回分処方となっている。
・渡邉　愛希様～「両親や子供たちについてそれぞれ内観をしたらしてもらったことと迷惑をかけたことばかり出てきました」「命は自分で絶ってはいけないと思った」と話している。夫についてはどうか聞かれると「明日からやります」と答えている。11/30（土）外出希望あり、家族と調整がついたらまた話すとの事。検尿結果報告しているが経過観察となる。
＜伊藤Ｄｒ退院支援委員会＞

・鳴瀬　裕之様～施設入所の方向。
・小笠原　文人様～躁状態がないことが続き、安定してきたら北病棟を目指していく。現時点では当病棟での入院治療継続。
・大上　なみ様～施設入所の方向。
・田端　希依子様～診察時は「まだ家に帰りたくない」と話しています。退院後は自宅退院予定。
・渡邉　愛希様～家族の意向を確認後、退院先をすすめていく。担当医は今年中の退院としている。
